
【文部科学省】 31~33教育課程特例校(徳育科) 

【都教育委員会】 28~オリンピック･パラリンピック教育推進校  28~学校と家庭の連携推進校 

         29~学校マネジメント強化モデル事業実践校 

【市教育委員会】 25~武蔵村山市ＮＩＥ推進校  26~「徳育科」推進モデル校 

         31 小中一貫教育推進校（五中校区）    ラオス･パチュドン校姉妹校 

毎日楽しく登校できるのは… 

校長 牧  一彦 

 長い夏休みが終わり、校庭に、校舎内に、元気な子供たちの声が戻ってきました。今年度は、祝日の増加に伴い夏季

休業期間を２日間短縮しました。８月２９日(木)の朝、久しぶりに校門に立って子供たちを迎えましたが、どの子も何

となく逞しさが一段と増した印象です。しかし、元気よく挨拶をしてくれる子が多い中で、やや疲れ気味の子もいまし

た。一日も早く、いつもの生活リズムに戻していけることを願っています。 

 さて本校では、スムーズに朝の生活スタートさせ、楽しく前向きな気持ちで過ごせるように、様々な取組を取り入れ

ています。例えば朝の「おはようメッセージ」です。多くのクラスで

実施しています。朝登校し、教室に入った時、全面の黒板に担任から

のメッセージが目に入ります。たとえ担任が不在でもこのメッセージ

で、担任の思いが子供たちに伝わります。励ましの言葉や、楽しいイ

ラストで子供たちの気持ちは和んでいきます。 

 朝の出欠確認では、連絡が無く不在の児童がいた場合、一昨年度ま

では担任が家庭連絡をしていました。2 年前からは南雲総副校長補佐

がこの業務を代行するようになり、現在は寺門友佳子スクールサポー

トスタッフもこれに加わり、家庭への連絡を分担して行っています。

このことにより、朝の貴重な時間に、担任が教室を離れること無くス

ムーズに１時間目の授業に入ることができています。その上万が一、

行方がわからない子がいたとしても、これらのスタッフが組織的に動

いて、探しに出ることも可能になりました。 

 さらに、朝の通学時間帯には、多くの方々が交差点等に立って子供

たちの安全を見守ってくださっています。残堀橋交差点と新残堀橋交

差点ではシルバー人材センターの方々が、正門前の押しボタン信号で

は、「八小見守り隊」の方々が、新残堀橋付近では、地域在住の加園

さんが笑顔で子供たちを迎えてくださいます。交通の安全ばかりでは

なく、登校中に転んだり、具合が悪くなったりした時の対応までしてくださり、本当に頭の下がる思いです。学校にな

かなか足が向かず、ぐずっている子がいても、昇降口まで連れてきて担任に引き継いでくださいます。 

「校長先生、昨日は１年生が何人も『いつもありがとうございます。2 学期もよろしくお願いします。』って、声を掛

けてくれたんですよ。」 

と、加園さんが30日の朝、嬉しそうに話してくださいました。 

 いつも同じようにしてくれていることは、いつしか当たり前のことになりがちです。お母さんやお父さんが毎日食事

の用意をしてくれたり、洗濯をしてくれたりすることもそうです。これらの行為は「常に有ること」ではなく「有り難

いこと」であることを忘れてはなりません。だからこそ常に「感謝の気持ちをもつこと」、またそれを「表すこと」、

「伝えること」、これらもまた極めて重要だと思うのです。私たちは大人は、そのように振る舞うことができるような

子供に育てていきたいものです。 

 

 いよいよ2学期が始まりました。もうお休みは終わりです。教職員一同、気を引き締めて、子供たちの指導に全力で

当たって参ります。引き続き保護者の皆様の御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

徳育科のパイオニア コミュニティスクール 
 

 

 

 

武蔵村山市立第八小学校 令和元年９月２日 

http://www.city.musashimurayama.lg.jp/mmced8s/index.html 

  教 育 目 標 

◎ 考える子 

○ 思いやりのある子 

○ やりとげる子 

○ 礼を重んずる子 

行 動 目 標 

わけをそえて話すことができる子 

教室で話しているのは一人 


